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術前 の 骨盤部 C T で 両側閉鎖孔 ヘ ル ニ ア軟頓 と 診断された が
,
術 中所見で は右軟頓

･
左非飲頓 の 両

側閉鎖孔 ヘ ル ニ アで あ っ た 症例を経験 した ･ 症例 は8 4 歳 の 女性 ･ 平成1 4 年 3 月 末頃 よ り右腰
,
右大腿

か ら 右足先 に か けて の 痩痛 と し び れ
,
食欲不振 と腹痛が あ っ た た め某病院 に 入院 し た ･ 精査 の 結果左

肺 に 腫癌 と胸水 が認 め ら れ
,
腹部 は イ レ ウ ス の 疑 い と の 診断で 当院内科 に紹介 さ れ た が

,
そ の 際持参

した 骨盤部 C T に両側閉鎖孔 ヘ ル ニ ア倣頓 の 所見 が 認め ら れ た た め 当科 へ 転科 し
,
手術を施行 し た ･
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回宮部 よ り約1 0 0 c m の 回腸 の 壁 の
一

部が右閉鎖孔 に 強固 に は まり込 ん で い た が
, 左閉鎖孔 に は ヘ ル ニ

ア 内容 は なく腸管の 倣頓 は 認め られ なか っ た . 右閉鎖孔 に 欣萌 した腸管は壁 の
一

部が壊死 に 陥 っ て い

た の で , 約1 0 c m の 腸管を切除したの ち端 々 吻合を施行し, 右と左 の 閉鎖孔 の 腹膜を縫合開銀 した
.
わ

れ わ れ の 施設 で は 本症例を含め て骨盤部 C T で 術前診断され た 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア 欣頓症例を 6 例経験 し

て い る が
,
そ の うち 4 例 で は駿頓腸管壁 の 壊死 の た め 腸切除 が 必要 で あ っ た . 骨盤部 C T は 閉鎖孔 ヘ

ル ニ ア の 術前診断に 極 め て 有用 で あ るが
, 腸切除が必要な症例を減少させ る こ と に は あまり貢献 し て

い な い と考え ら れ た
.

キ ー ワ ー ド : 両側閉鎖孔 ヘ ル ニ ア
,
イ レ ウ ス

, 骨盤部 C T

は じ め に

最近で は , 欣頓 した 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア は骨 盤 部

C T 検査 で 比較 的容易 に診 断で きる ように なり,

そ の 報告例が増加 してきて い る
l) 2)

. また , 軟 頓 し

て い な い 閉鎖孔 ヘ ル ニ アで も骨盤部 C T をと る と

恥骨筋と外閉鎖筋と の 間が拡大 して軟部組織 陰影

が認め られ たりする場合もある こ とが指摘さ れ て

お り
3 ト 6)

, 骨盤部 C T は閉鎖孔 ヘ ル ニ ア の 診 断 に

は験頓, 非駿頓を問わず欠かすこ と の で きな い 検

査の
一

つ と して 認識され て きて い る . 今 回わ れ わ

れは術前 の骨盤部 C T で両側閉鎖孔 ヘ ル ニ ア欣 頓

と診断され たが , 術中所見 で は右候頓 , 左非欣 頓

であ っ た両側閉鎖孔 ヘ ル ニ ア症例を経験 した の で

若干 の 考察を加えて報告する .

症 例

症例 : 84 歳の 女性 .

主訴 : 右下肢痛, 腹痛, 帳吐 .

既往歴 : 約40 年前に胃下垂で手術をう けて い る

が術式に つ い て は不明 .

分娩回数 : 1 回 .

現病歴 : 平成14 年3 月 末頃より右腰 , 右大腿 か

ら右足先 にかけて の 痔痛 と しびれ
, 食欲不振 と腹

痛があ っ た ため某痛院の 整形外科を受診 し
,

4 月

2 日 に入院 した . 坐骨神経痛 の 診 断で治療 の 結 果

右下肢痛 はある程度改善したが
, 腹痛 が持続す る

ため同病院 の 内科で精査を受けた . その 結果左肺

に腫癌と胸水が認め られ , 腹部はイ レ ウ ス の 疑 い

と の 診断 で あ っ た . 4 月 5 日 に 当院内科 に紹介 さ

れ入院 した が, そ の 際持参 した骨盤部 C T に両側

閉鎖孔 ヘ ル ニ ア軟頓 の 所見が認め られ たため 当科

へ 転科 した .

現症 : 身長145 c m , 体重30 k g , 脈拍88 / 分 , 塞 ,

血圧1 10/ 70 m m H g , 体温36 .6 ℃
, 眼険結 膜 に貧血

あり, 眼球結膜 に黄痘 な し, 両肺に雑音な し, 当院

内科 で イ レ ウ ス チ ュ
ー

ブが挿入され て い る が腹部

は全体に膨隆し, 腸雑音は克進して い る . H o w s bip
-

R o m b e r g 徴候陽性.

検査成績 : 白血球数65 00 / m m
3

, 赤血球 数384 万

/ m m
3

, 血小板 数29 .5 万/ m m
3

,

G O T 2 1 I U / A
, G P T 15 I U / A ,

A L P l19 I U /e ,
T . Bi1 0 .

4 m g / d e

C r e O .5 m g / d e
,
N a 13 7 m E q / A

,

総蛋白4 .5 g / d e ,

I J D H 2 03 I U / e ,

.
B U N 5 .9 m g/d e ,

K 4
.3 m E q / e

, Cl

103 m E q / A
,
C a 7 .7 m g / d e

,
P 3 .5 m g / d e

, C R P

0 .21 m g / d e
,
C E A O .3 n g / m e

, 血糖 83 m g / d e .

動脈血 ガ ス分析 で は p H 7 .4 57 , p C O 2 42 .9 m m H g ,

p O 2 69 .6 m m H g ,
B E 5 .2 m m ol/ e

. 検尿 で は 沈漆

に白血球が多い ほか は異常なし .

胸部単純 Ⅹ 線写真 で は左上肺野 に 径 約2
.7 c m

の 孤立性腺痛陰影が認め られる . 腹痛陰影は類 円

形, 辺縁不鮮 明, 内部は ほぼ均等 で ある . また左胸

水を認める .

腹部単純 Ⅹ 線写真 で は鏡面像 を伴う拡 張 した

小腸が認め られ る .

胸部C T で は左肺 S 3 b と S 3 c の 領域 に径約2 .8

c m の腰痛が認め られ る ( 図 1 ) . 腫痛 は 辺縁不 整

で ス ピキ ュ ラ と胸膜陥入像を持ち , 縦 隔お よ び胸

壁胸膜 - の 直接浸潤が疑 われ る . 左 に 中等量 の 胸

水 , 右 に極少量 の胸水を認め る . 縦隔, 肺門の リ ン

パ 節腫大 は認 め な い
. 以上 よ り T 4 N o M o S t a g e

ⅢB の 腺病 と考えられ る . その 他, 少量 の 心 裏水 ,

食道裂孔 ヘ ル ニ ア が認め られ る .
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図 1 胸部 C T で は左肺 S 3 b と S 3 c の 領域 に ス ピ キ ュ ラ と 胸 膜陥人像 の あ る 径約2 . 8 c m

の 腰痛を認 め る .

腹部骨盤部単純 C T で は著明な小腸 の 拡張お よ

び両側 の恥骨筋 と外 閉鎖筋 と の 間に約 3 × 2 c m

の w a t e r d e n sit y m a s s を認め ( 図 2 ) , 両側 閉鎖

孔 ヘ ル ニ ア 軟頓 の診断 で 手術を施行 した .

手術所見 : 平成14 年 4 月 8 日全身麻酔下 に下 腹

部正 中切開 で 開腹する と渠液性腹水が貯留 して い

た . 回盲部より約100 c m の 回腸 の壁 の
一

部 が右 閉

鎖孔 に強固にはまり込んで い た が
, 左 閉鎖孔 に は

ヘ ル ニ ア 内容はなく腸管 の 飲頓 は認め られ なか っ

た . 右閉鎖孔 に蕨頓 した腸管をひきだ したと こ ろ
,

壁の
一

部が壊死 に陥 っ て い た の で , 約10 c m の 腸

管を切除した の ち端 々 吻合を施行 し た . さ ら に ,

右 と左の 閉鎖孔 の 腹膜を縫合 閉鎖 した .

術後経過 : 麻酔より覚醒 した後, 気管内挿管チ ュ
ー

ブ は抜去 し自発呼吸で酸素を投与 しなが ら呼吸管

理を行 っ た . 第 1 病日 の動脈血 ガス 分析 ( 酸素 5 ゼ

/ 分投与) で は p H 7 .407 , p C O 2 35 .7 m m H g , p O 2

8 7 .7 m m H g ,
B E - 2 .2 m m ol/ e と呼吸状態 は必ず

しも良好 で はなく, 第 3 病日 には p H 6 .91 5
, p C O 2

171 .4 m m H g , p O 2 139 .5 m m H g , B E l l .3 m m ol/ e

となり意識も消失 した . C O 2 n a r C O Si s と判 断 し,

気管内挿管 を行 い 人工 呼吸器による呼吸管理を施

行 した . 第 7 病日 に気管切 開施行 し
,
第15 病 日ま

で 人工 呼吸器によ る呼吸管理を行 っ た . 第29 病 日
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図 2 骨盤部単純 c T で は 両側 の耳帽 筋 と 外閉鎖筋と の 間 に約 3 × 2 c m の w a t e r d e n sit y

m a s s を認 め る
.

に は気管カ ニ ュ
-

レを抜去 した . また , 第15 病 日

よ り経口投与を開始 した . そ の 後は 神経因性勝脱

な どの 治療を必要と した が比較的順調に回復した .

また, 下肢痛が術後も継続するた め整形外科 で 精

査を行 い 根性坐骨神経痛と診断され , 治療を行 っ

た ･ 念の た め術後 の 骨盤部 C T ( 図3 ) を撮影 し た

が異常所 見は認め られなか っ た . 第57 病 日 に当科

を退院 した . なお , 左肺腫蕩 に 関 して は 内科で 精

査加療中 で ある .

考 察

最近 で は画像診断法 の進歩により, 閉鎖孔 ヘ ル

ニ ア飲頓 の術前診断は比較的容易 である . なか で

も骨盤部 C T の 有相性は数多くの報告が 認め る と

こ ろ で ある
1 ト 6)

. 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア倣頓 の 骨 盤 部

C T 所見 と して は恥骨筋と外 閉鎖筋も しく は 内閉

鎖筋と の 間に
"

球形 で や や1 o w d e n sit y ,
h o m o g e -

n e o u s な腫癌像7) ”

,

"

辺縁 は や や 高密度 で 内部 は

低密度 の 比較的均
一

な類円形腹痛
8 ) ”

,

"

外側 が高

濃度 で 内側が低濃度 の 類円形腫痛 , 内部 は w a t e r

d e n sit y
9) ”

,

"

卵円形 の 1 o w d e n sit y m a s s
, 辺稼 が

e n b a n c e さ れ た嘩濃度腰痛10 ) ”

な どの 表現 が使 用

され て報告 されて い る . われ われ の 施設 で は骨 盤

部 C T で術前診断された 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア 手術症例

を現在 ま で に本症例を含 め て 6 例経験 し て い る

( 表 1
,
2 ; 症例 6 が本症例 で ある) が , 以 前 に経

験 した 5 例の 骨盤部 C T 所見 によ る と症例 1
,
2

,

3 で は骨盤部単純 C T で軟頓腸管 は リ ン グ状構 造

を持 っ た w a t e r d e n sit y m a s s と し て 認 め ら れ ,

症例 4 , 5 で は リ ン グ状構造 の な い 1 o w d e n sit y

m a s s と し て認め ら れ て い る . 本症例で は術前 の

骨盤部 C T で 両側 の 恥骨 筋と 外 閉鎖筋 と の 間 に

w a t e r d e n sit y m a s s を認 め た の で 両側閉鎖孔 ヘ

ル ニ ア軟頓と診断 した の で あるが
, 術 中所 見で は

右側は小腸 が候頓 し て い た が, 左側 は ヘ ル ニ ア 内

容 が認め られ なか っ た . 左側 は駿頓 して い た腸 管

が自然 に違約した こ とも完全 に否定は できな い が,
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図 3 術後 の 骨盤部 C T で は異常所見 は 認め ら れ な い
･

表 1 骨盤部 C T で 術前診断 さ れ た 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア軟頓手術症例

済生会三 条病院外科 ( 平成 6 年 5 月
-

平成1 4 年 4 月)

症例 年齢 性別 分娩歴 開腹歴 身長 c m 体重 k g 臥 R 徴候 イ レ ウ ス か ら 手術ま で

1 93 歳 女性 な し 1 4 0 3 2 1 日

2 7 4歳 女性 6 回 ＋ 1 4 2 3 5 ＋ 2 日

3 8 8 歳 女性 6 回 1 4 5 4 0 ＋ 2 日

4 8 9 歳 女性 1 回 1 4 2 40 7 日

5 7 2 歳 女性 2 回 ＋ 1 46 37 ＋ 8 日

6 84 歳 女性 1 回 ＋ 1 45 30 ＋ 3 日

H - R 徴候 : H o w s h i p- R o m b e r g 徴候

r et r o s p e cti v e に骨盤部 C T を見直 して み る と
, 早

純 C T で右側 はリ ン グ状構造を持 っ た腫痛 と し て

認め られ 内部が w a t e r d e n sit y で あ る が , 左側 は

リ ン グ状構造が認め られ て い な い . さ ら に , 造 影

c T ( 図4 ) で は右側は リ ン グ状構造が e n b a n c e さ

れ て い る が, 左側は腫癌 の 辺稼 が全 く e n h a n c e さ

れて い な い . 従 っ て , 左側 は ヘ ル ニ ア嚢内 に入 っ

た腹水 ( 腹部 C T で上腹部に腹水 が認め ら れて お

り, 術 中所見 で は渠液性腹水が存在 し て い る こ と

が確認 されて い る) が排 出さ れ ずに残 り, C T 上

飲頓 ヘ ル ニ ア の ように認め られた と考えた方が妥

当と思われ る . 当院では こ れまで の 5 症例 には 造

影 C T を撮影 して い な い ため リ ン グ状構 造 の な い

w a t e r d e n sit y m a s s の 周 囲が e n b a n c e さ れ る か
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図 4 骨盤部造影 C T で は 右側 の w a t e r d e n s it y m a s s は周囲が e n h a n c e さ れ 腸管 と 考え

られ る が, 左側 は腸管壁と考えら れ る構造物が存在せ ず
,
腹水貯留 に よ る 変化 と 考え

ら れ る .

表 2 骨盤部 C T で 術前診断 さ れ た 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア 欣頓手術症例

済生会三 条病院外科 ( 平成 6 年 5 月 - 平成1 4 年 4 月)

症例 ヘ ル ニ ア の 状態 手 術 術 式 治癒退院

1 左飲頓 用手整復 ＋ 左 ヘ ル ニ ア 門閉鎖 第21 病 日

2 右軟頓 小腸切除 ＋ 右 ヘ ル ニ ア 門開銀 第26 病 日

3 右飲頓 用手整復 ＋ 右 ヘ ル ニ ア 門閉鎖 第33 病 日

4 左軟頓 小腸切除 ＋ 左 ヘ ル ニ ア 門閉鎖 第42 病 日

5 左飲頓 小腸切除 ＋ 左 ヘ ル ニ ア 門閉鎖 第21 病日

6 右軟頓左非軟頓 ′ト腸切除 ＋ 左右 ヘ ル ニ ア 門閉鎖 第57 病 日

どう か確認 で きな い が症例 4 , 5 で は 軟頓 し た腸

管壁が完全な壊死状態 の ため壁構造として認め ら

れなか っ た の で はな い か と考えて い る .

わ れわれ の 施設 で骨盤部 C T によ り初め て 術前

診断され た閉鎖孔 ヘ ル ニ ア 軟頓症例 ( 表 1 , 2 の

症例 1 ) が腸切 除を必 要と しなか っ た こ とか ら ,

イ レ ウ ス 症例 では積極的に腹部骨盤部 C T で 原 因

検索 し こ れ まで に 6 例の 本症術前診断例を経験 し

て い る . しか し, そ の うち 4 例 で は 手術 の 際すで

に倣頓腸管壁 は壊死に陥 っ て おり腸切除を必要と

した ( 表 2 ) .
こ れ まで の 報告 で は発症か ら手術ま

で の 期間や 入院か ら手術ま で の 期間が短 い もの に

腸切除不要例 が多い
11) と 言わ れ て い る が ,

Ri c b -

t e r 型飲頓 である本症で は発症時期を特定す る こ
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と自体容易でな い こ と が多 い
. また , わ れ わ れ の

症例 2 で は軟頓 した腸管が 自然 に還納 し, 閉鎖孔

ヘ ル ニ アがある こ とが診断されて い た にもかかわ

らず, 約 4 カ 月後 に再 び験頓 して 手術を施行 し た

時には腸管壊死 の た め腸切 除が 必要で あ っ た
3)

.

現在 の と こ ろ
, 本症は術前診断率 は著明 に向上 し

て い るもの の 腸切 除は従来と同様比較的高率に行

わ れてお り
11)

, 腸切除不要例を い か に増加させ る

か が今後の 課題と考えられ る . 低体重 の 高齢女性

に見られ る 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア飲頓 は こ れ から の 高齢

社会で は今よ り増加する可能性もあり , イ レ ウ ス

の 原因検索 で は本症も念頭にお い て 骨盤部 C T を

撮影する ことが必要と思わ れる
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